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究 |1I c I異 1所 1性 1脂 1質 1蓄l積|と|代 1謝|パ|ラ|メ|-I夕I-|と

のl関 1連|)| ： | 3 |っ|の l臨 1床 1介 I入 1、 1す lな|ゎ|ち|、 I生 1活

習 1慣 1改 1善l単 1独 1、 1生 1活 1習 1慣 1改 1善|+|ヒ° |ォ |グ|リ|夕|ゾ

ンIso 1mg I内 1服 1、 1生 1活 1習 1慣 1改 1善 |+ |ミ|グ|リ|卜|- |ル|

15Qmg I内|服|、 1のI前IにI腹I部ICTIをI施 I行IさIれlたlメl夕Iボ

リIソ Iク 1症 1候 1群|の |60|歳|以|下i成 I人 1男 1性 |1051人| （1年 1齢

149.ol土 |8.01歳|) |に|ぉ|い|て|、 IB齊|レ|べ|ル|て|のi内1臓 1脂 1肪

面 I積！ （I ~A I) Iと|3Iっ |のl部 1位！の l骨 1格！筋| (l腸！腰！筋

、I背 1筋 1、 1腹 1直 1筋 |) |ぉ|ょ|ぴi肝 1臓iのド｝Tl値 1を1評 1価 Iし

Iっ|の|部|位|の I骨 1格 1筋

の I脂 l質 1蓄 1積lの1程 1度 Iと1糖 1脂 1質|パ |ラ|メ|- |夕|-|と|の
へ,ゞ`_, 

関 I連 1を1解 1析 Iし1た卜 1研 I究 |21 （|生 1活 1習 1慣ド刈善Iと1薬

斉」 I介|入|が l異 1所 1性 1脂 1質 1蓄 1積Iと1糖 1脂 1質 1代 1謝 iに1及 1ぼ

す I影 I響 I)I : I 3 Iつ 1の 1臨 1床|介|入|にドfllIり1付|け|ら IれIた

1811人 Iのうち 、 介入前後に腹部 CTを施 行 された

メ|夕|ホ|リ IッIク 1症 1候 1群 1男 1性 |681人| (I年 1齢 |32I ------1761歳

）において、異所性脂質蓄積と糖脂質代謝に

対 iす Iるl生 1活げI慣 1改 1善 |ぉ|よIび 1薬1剤 1介|入|の 1影 1響 Iを

検討し た 。 生 活習 慣 改善 単 独群 (28 例）、 生 活

習I情tI改 1善 |+|ヒ゜ オ|グ|リ|夕|ゾ|ン|内i服 i群 |(I 24|例|）、 1生
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i舌！習 1慣 1改 1善|+|ミ|グ|リ|卜|-| ］レ 1内 l服 l群|(| 16 1例 |)|の

3 I群|で 1検 1討|し|た|。|
I I I I l l I | I I 

【1結[|】 |
I I I 

I < I 1 I) I内 I臓 1脂 1肪 1面 1積| (~A) Iと 1腸 1腰 1筋 1、 1背 1筋 I、

腹直筋および肝臓の CT値の間に有意な負の相

関が認められた。 一方 、腸腰筋、背筋、腹直

筋と肝臓 CT値の間には 相 関がなかった。 (2  

I 3 I種 1類 iの 1臨i床|介|入|に|ぉ|い|て 1内 1臓 1脂 I肪 1蓄 1積 Iは

著明に減少した。 (3) 肝臓における脂質蓄

積 1の 1程 1度 Ifま 1、 |空 1腹 1時|ィ|ン|ス|リ|ン|、| H玉丑•R I 、|

HO邑If3|、|Hb杜Iな lど Iの 1糖 1脂 1質 1代 1謝|マ|- |ヵ|- |と 1有

意 1な I正 1の 1相 1関 1を 1示|し|た|。 1 | 
I I I I l I | 

【 1 結 I~ I l I | I I | | | 

|メ|夕|ボ|リ|ッ|ク|症 I候 1群＇を l有 Iす iる 1成 I人 1男 1性 Iに 1お

Vヽ Iて 1内 1臓 1脂 1肪 1蓄 1積 1が 1腸 1腰 1筋 1、 1背 1筋 1、 I腹 1直 1筋 Iそ

し 1て 1肝 1臓 Iの 1脂 1質 1蓄 1積 Iと 1相 1関|し|て|い|る |こ|と |が 1明

らかとなった。 CT を用いた異所性脂質蓄積と

内臓脂肪蓄積の同時評価はメタボリック症候

群における治療効果や心血管リスクの評価に

有 i用 1でiぁ Iるi可 1能 1性 iが 1ある I。|
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上記論文に関して、研究の背景と目的、研究内容、および研究成果の意義と学術的水準につ

いでl真重に検討し、以下のような審査結果を得た。

1. 研究の背景と目的

メタボリック症候群では、内臓脂肪蓄積に加えて、肝臓や骨格筋における異所性の脂質蓄積が

みられる。しかし、メタボリック症候群を有する症例において、内臓脂肪蓄積と肝臓や骨格筋の

脂質蓄積の関連を検討した臨床研究は少ない。本研究では、メタボリック症候群を有する日本人

男性において、肝臓および腸腰筋、背筋、腹直筋の脂質蓄積の程度と内臓脂肪蓄積との関連を

検討した。

2. 研究内容

対象はメタボリック症候群の二次検診を勧められて豊見城中央病院糖尿病•生活習慣病
センターを受診し、治療介入試験に参加同意した男性のプール化データベースから選択した。

腹部CT画像を用いて、肝臓CT値、腸腰筋・背筋・腹直筋CT値を測定し以下のアドホック

解析を行った。

研究1 （異所性脂質蓄積と代謝パラメーターとの関連） ： 

対象ば冶療介入前に腹部CTを施行されたメタボリック症候群の男性105人（平均年齢

49.0士8.0歳、 30・60歳）。内臓脂肪面積と腸腰筋、背筋、腹直筋および肝臓の CT値の間に負の

相関がみられたが、腸腰筋、背筋、腹直筋CT値と肝臓CT値の相関はなかった。肝臓における

脂質蓄積の程度は、空腹時インスリン、 HOMA・R、HOMA・B、HbAlc、中性脂肪などの糖脂質
代謝マーカーと正に相関した。

研究2 （糖尿病治療薬が異所性脂質蓄積と代謝パラメーターに及ぼす影響）： 

対象は治療介入前後に腹部 CTを施行されたメタボリック症候群男性68人

（年齢32~76歳）。治療介入の内訳は、 生活習慣改善単独28例、生活習慣改善＋ヒ°オグリタゾン



30mg内服 24例、生活習慣改善＋ミグリトール 150mg内服 16例であった。治療介入3ヶ月

の内臓脂肪面積は 3群とも有意に減少していた。生活習慣改善単独では腸腰筋、背筋の脂質蓄

積が減少した。ピオグリタゾン治療では、肝臓脂質蓄積が減少し空腹時血糖値、空腹時インスリ

ン、 HOMA-R、中性脂肪が改善した。ミグリトール治療では内臓脂肪面積、皮下脂肪面積が減

少し、空腹時インスリン、 HOMA-Rが改善した。

メタボリック症候群を有する日本人成人男性において内臓脂肪蓄積が腸腰筋、背筋、腹直筋そ

して肝臓の脂質蓄積と相関していることが明らかとなった。

3. 研究結果の意義と学術水準

本研究は、腹部CTを用いてメタボリック症候群を有する日本人成人男性における肝臓

および腸腰筋、背筋、腹直筋の脂質蓄積の程度と内臓脂肪蓄積との関連性を検討したものである。

CTを用いた異所性脂質蓄積と内臓脂肪蓄積の同時評価はメタボリック症候群における治療効果

や心血管リスクの評価に有用である可能性が示された。本研究は学術的価値があり、国際的にも

評価されるものである。

以上により、本論文は学位授与に十分に値するものであると判断した。
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